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合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（就 労
しゅうろう

（ 労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

））議事
ぎ じ

要旨
ようし

（４月
がつ

） 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３ 年
ねん

４ 月
がつ

２６日
にち

（火
か
）１４：００～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２ 階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

  松井
まつい

座 長
ざちょう

、駒 村
こまむら

副 座 長
ふくざちょう

、伊東
いとう

委員
いいん

、勝 又
かつまた

委員
いいん

、倉田
くらた

委員
いいん

（栗 原
くりはら

代理
だいり

）、

近 藤
こんどう

委員
いいん

、斎 藤
さいとう

委員
いいん

、新 谷
しんたに

委員
いいん

、竹 下
たけした

委員
いいん

、増田
ますだ

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

（１） 社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

について 

チュータ
ち ゅ ー た

ー
ー
から、資 料

しりょう
により 社 会

しゃかい
支援
しえん

雇用
こよう

制度
せいど

について 説 明
せつめい

。 

○障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

調 整
ちょうせい

センタ
せ ん た

ー
ー
の 職 員

しょくいん
はどのような 人

ひと
を想 定

そうてい
しているのか。わ

ざわざセンタ
せ ん た

ー
ー
を新 設

しんせつ
しなくとも、ハローワーク

は ろ ー わ ー く
に 担 当

たんとう
職 員
しょくいん

を配置
はいち

すればよいので

はないか。 

 

（チュータ
ち ゅ ー た

ー
ー
） 総 合 的

そうごうてき
なアセスメント

あ せ す め ん と
は、 相 談

そうだん
だけではない。 訓 練

くんれん
や 実 習

じっしゅう
、

グループワーク
ぐ る ー ぷ わ ー く

等
とう

も含
ふく

む職 業
しょくぎょう

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の場
ば
である。 

 

○職 業
しょくぎょう

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

を行
おこな

う機関
きかん

は今
いま

もある。これらをやめるということか。 

 

（チュータ
ち ゅ ー た

ー
ー
）現 在

げんざい
の機関

きかん
は身近

みぢか
な地域

ちいき
にない。また、就 労

しゅうろう
移行
いこう

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

がＢ

型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

と同
おな

じことをやっているところが 多
おお

く、職 業
しょくぎょう

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の機能
きのう

を果
は
たしていない。職 業

しょくぎょう
カウンセラ
か う ん せ ら

ー
ー
や精 神

せいしん
保健
ほけん

福祉士
ふくしし

、社 会
しゃかい

福祉士
ふくしし

等
とう

の専門 家
せんもんか

と、 企 業
きぎょう

の人 材
じんざい

がチーム
ち ー む

を作
つく

るべき。 

 

○営利
えいり

企 業
きぎょう

で 働
はたら

いても 社 会
しゃかい

雇用
こよう

支援
しえん

制度
せいど

は 適 用
てきよう

されるのか。 社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

とデイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー
ー
では、 最 低

さいてい
賃 金
ちんぎん

が 保 障
ほしょう

される 社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

を選
えら

ぶのではないか。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

14 回
かい

 

H23.5.31 資 料
しりょう
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○社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

の対 象 者
たいしょうしゃ

の基 準
きじゅん

は何
なに

か。 

 

（チュータ
ち ゅ ー た

ー
ー
）本制 度
ほんせいど

は賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

も含
ふく

んでおり、民 間
みんかん

企 業
きぎょう

、官 公 庁
かんこうちょう

にも 適 用
てきよう

。

環 境
かんきょう

によって 力
ちから

を発揮
はっき

できないこともあり、センタ
せ ん た

ー
ー
で力

ちから
を最 大 限

さいだいげん
引
ひ
き出

だ
すための

調 整
ちょうせい

を行
おこな

うことが 重 要
じゅうよう

。障 害 者
しょうがいしゃ

に 限
かぎ

って 何
なん

％という形
かたち

で労 働
ろうどう

能 力
のうりょく

が問 題
もんだい

になるのはおかしい。 

 

○賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

すると 企 業
きぎょう

がその 分
ぶん

賃 金
ちんぎん

をカット
か っ と

するのではないか。これでは、誰
だれ

に対
たい

する補助
ほじょ

なのか分
わ
からなくなり、企 業

きぎょう
が工 賃

こうちん
を高

たか
めようとするインセンティブ

い ん せ ん て ぃ ぶ
も失

うしな
わ

れる。 企 業
きぎょう

のインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

を高
たか

めるとともに、生 産 性
せいさんせい

が上
あ
がると手取

て ど
りも増

ふ
えると

いった仕組
し く

みが 必 要
ひつよう

だ。 

 

（チュータ
ち ゅ ー た

ー
ー
）モラルハザード

も ら る は ざ ー ど
があるからやらないのではなく、まずは仕組

し く
みをつくること。

そこでアセスメント
あ せ す め ん と

が重 要
じゅうよう

になり、第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

による 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

が

必 要
ひつよう

だ。 

 

○箕面市
みのおし

では 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

について２ 年 前
ねんまえ

まで 定 額
ていがく

補助
ほじょ

だったが、インセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

に

問 題
もんだい

があり3/4の 定 率
ていりつ

補助
ほじょ

に変
か
えた。稼

かせ
ぐ力

ちから
が向 上

こうじょう
すると、補填

ほてん
額
がく

は下
さ
がるが手取

て ど

りは増
ふ
えるような仕組

し く
みが必 要

ひつよう
だ。対 象

たいしょう
については、環 境

かんきょう
との 関 係

かんけい
を踏

ふ
まえた 障 害

しょうがい

認 定
にんてい

は難
むずか

しい。年 金
ねんきん

との 関 係
かんけい

については、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

をするなら 現 在
げんざい

350 万 円
まんえん

と

なっている 所 得
しょとく

制 限
せいげん

の見直
みなお

しが問
と
われる。 

 

○労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に 考
かんが

える必 要
ひつよう

がある。 

 

○ デンマーク
で ん ま ー く

では 労 働
ろうどう

能 力
のうりょく

が 50 ％ 以 上
いじょう

の 者
もの

は 一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

、 30 ～ 50% は

フレックスジョブ
ふ れ っ く す じ ょ ぶ

で 年 金
ねんきん

が な く 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

で 対 応
たいおう

。 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

30% 未満
みまん

は

ワークショップ
わ ー く し ょ っ ぷ

で雇用
こよう

関 係
かんけい

がないため 年 金
ねんきん

で対 応
たいおう

。知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

は大 半
たいはん

がワークショップ
わ ー く し ょ っ ぷ

で働
はたら

き、その 人 数
にんずう

割 合
わりあい

は日本
にほん

の福祉 的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

とほぼ 同
おな

じ。

日本
にほん

での 導 入
どうにゅう

は慎 重
しんちょう

に 考
かんが

えなければいけない。日本
にほん

でも 企 業
きぎょう

がＡ 型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

を
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利用
りよう

しようとする 動
うご

きもあるので、 注 意
ちゅうい

が必 要
ひつよう

。 

 

（２） 論 点
ろんてん

１（障 害 者
しょうがいしゃ

雇用 率
こようりつ

制度
せいど

のあり方
かた

について） 

○ 現 行
げんこう

の納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

の 充
じゅう

実
じつ

は重 要
じゅうよう

。就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー
の指定

してい
におい

ては 実 績
じっせき

が問
と
われるのに、就 労

しゅうろう
移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

は問
と
われない。実 績

じっせき
で評

ひょう
価
か
すべき。 

 

○法 定
ほうてい

雇用 率
こようりつ

はフランス
ふ ら ん す

６％、ドイツ
ど い つ

５％、韓 国
かんこく

３％と日本
にほん

の１.８％よりはるかに 高
たか

いが、 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

の 違
ちが

いも 影 響
えいきょう

している。今後
こんご

障 害
しょうがい

の範囲
はんい

が 広
ひろ

がると 法 定
ほうてい

雇用 率
こようりつ

の見直
みなお

しも必 要
ひつよう

。雇用 率
こようりつ

は上
あ
がっているため納付

のうふ
金
きん

の 財 源
ざいげん

が減
へ
っており、

納付
のうふ

金 額
きんがく

の 見直
みなお

しを 検 討
けんとう

すべき。 雇用
こよう

保険
ほけん

の雇用
こよう

施策
しさく

と納付
のうふ

金
きん

の施策
しさく

を

一 体 的
いったいてき

に見直
みなお

すべきだ。 

 

○３ 月
がつ

末
すえ

の労 政 審
ろうせいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

分科 会
ぶんかかい

で、特 例
とくれい

子会 社
こがいしゃ

、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

多数
たすう

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

の 助 成 金
じょせいきん

の 財 源
ざいげん

を納付
のうふ

金
きん

から雇用
こよう

勘 定
かんじょう

に 移
うつ

すことが 報 告
ほうこく

さ

れた。雇用
こよう

保険
ほけん

も財 源
ざいげん

は厳
きび

しいが、これの 活 用
かつよう

も踏
ふ
まえて検 討

けんとう
するべきだ。賃 金

ちんぎん

補填
ほてん

は納付
のうふ

金
きん

だけでは無理
む り

。 

 

○ 労 働
ろうどう

施策
しさく

で行
おこな

われている支援
しえん

が雇用
こよう

につながっているのか 実 績
じっせき

を確 認
かくにん

するべき。

また、福祉
ふくし

施策
しさく

で行
おこな

われている 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

は就 職 率
しゅうしょくりつ

が15％以下
い か

で、こちら

も検 証
けんしょう

が必 要
ひつよう

だ。 

 

○ 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

を 広
ひろ

げると雇用 率
こようりつ

は上
あ
がり、納付

のうふ
金
きん

の 収 入
しゅうにゅう

は増
ふ
える。納付

のうふ
金
きん

を

一 律
いちりつ

５ 万 円
まんえん

ではなく 大 企 業
だいきぎょう

は 法 定
ほうてい

雇用 率
こようりつ

を上
あ
げ、納付

のうふ
金
きん

を 充 実
じゅうじつ

させる

必 要
ひつよう

がある。 

 

○厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の就 業
しゅうぎょう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

の中
なか

では、作 業 所
さぎょうじょ

で働
はたら

く人
ひと

も「就 業
しゅうぎょう

」に含
ふく

まれている。法 定
ほうてい

雇用 率
こようりつ

の算 定
さんてい

の仕組
し く

みが不 十 分
ふじゅうぶん

だ。これの見直
みなお

しは失 業 率
しつぎょうりつ

の

見直
みなお

しにもつながる。 

 

○ 失 業 率
しつぎょうりつ

は 働
はたら

く意思
い し

があって、 求 職
きゅうしょく

活 動
かつどう

を 行
おこな

っている 人
ひと

が 対 象
たいしょう

。ＥＵでは
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就 業 率
しゅうぎょうりつ

を指 標
しひょう

としており、２０２０ 年
ねん

に 就 業 率
しゅうぎょうりつ

７５％との 目 標
もくひょう

も 掲
かか

げている。 

 

○ＥＵでは就 業 率
しゅうぎょうりつ

＝社 会
しゃかい

参加 率
さんかりつ

としてとらえている。納付
のうふ

金
きん

と雇用
こよう

保険
ほけん

は、負担
ふたん

していない人
ひと

に 使
つか

うのは難
むずか

しい。福祉 的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

を失
しつ

業 者
ぎょうしゃ

とカウント
か う ん と

しても雇用
こよう

保険
ほけん

の金
かね

は 使
つか

えない。 

 

○雇用 率
こようりつ

、失 業 率
しつぎょうりつ

の前
まえ

に障 害 者
しょうがいしゃ

の範囲
はんい

を明 確
めいかく

にするべき。アメリカ
あ め り か

では 手 帳
てちょう

制度
せいど

がないのでわからない。ＥＵは 広
ひろ

くとらえている。日本
にほん

の手 帳
てちょう

制度
せいど

では範囲
はんい

は狭
せま

い。 

 

○ 全 国
ぜんこく

消 費
しょうひ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

、 国 民
こくみん

生 活
せいかつ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

などの 全 国 民
ぜんこくみん

を 対 象
たいしょう

とした

基幹
きかん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

に「６か 月
げつ

以 上
いじょう

、病 気
びょうき

又
また

は障 害
しょうがい

によって社 会 的
しゃかいてき

活 動
かつどう

を妨
さまた

げ

られている 者
もの

」という 設 問
せつもん

を入
い
れれば、この 設 問

せつもん
に合

がっ
致
ち
した 人 数

にんずう
だけでなく、この

設 問
せつもん

に合
がっ

致
ち
した状 況

じょうきょう
にある 人

ひと
の家計

かけい
状 況
じょうきょう

や年 齢
ねんれい

、家族
かぞく

構 成
こうせい

等
とう

も分
わ
かる。その

ような基礎
き そ

データ
で ー た

を 使
つか

った議論
ぎろん

を 始
はじ

めるべき。 必 要
ひつよう

な支援
しえん

についてのアセスメント
あ せ す め ん と

は

別途
べっと

対 象 者
たいしょうしゃ

に対
たい

する調 査
ちょうさ

が必 要
ひつよう

。 

 

○雇用 率
こようりつ

制度
せいど

や納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

の施策
しさく

の効果
こうか

を労 政 審
ろうせいしん

に検
けん

証
しょう

していただこう。 

 

○助 成 金
じょせいきん

は 単
たん

に支援
しえん

をメニュー化
め に ゅ ー か

したもの。合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

とは 質
しつ

が違
ちが

う。合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を 助 成 金
じょせいきん

の一部
いちぶ

としてメニュー化
め に ゅ ー か

するという小手先
こてさき

の 対 応
たいおう

ではこの会議
かいぎ

の

意味
い み

がない。 

 

○納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

は 障 害 者
しょうがいしゃ

を雇用
こよう

した 事 業
じぎょう

主
ぬし

の負担
ふたん

を 軽
かる

くするための制度
せいど

だ。

企 業
きぎょう

では、可能
かのう

な 職 場
しょくば

改 善
かいぜん

の 配 慮
はいりょ

は 既
すで

に 行
おこな

われており、そのために 助 成
じょせい

金
きん

制度
せいど

がある。今
いま

の助 成
じょせい

金
きん

制度
せいど

によって 充 足
じゅうそく

されない部分
ぶぶん

を埋
う
めるよう提 案

ていあん
してい

けばいい。 

 

（３） 論 点
ろんてん

２（障 害 者
しょうがいしゃ

雇用 率
こようりつ

制度
せいど

のあり方
かた

について） 

○精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

義務化
ぎ む か

は重 要
じゅうよう

だが、適 切
てきせつ

な支援
しえん

の提 供
ていきょう

と精 神
せいしん

障 害
しょうがい

への
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正
ただ

しい理解
りかい

を広
ひろ

げることが 必 要
ひつよう

。難 病
なんびょう

の方
かた

も含
ふく

め、働
はたら

くことに 障 壁
しょうへき

のある人
ひと

を

義務
ぎ む

の対 象
たいしょう

とする 転 換
てんかん

が必 要
ひつよう

。 

 

○精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

で手 帳
てちょう

所持 者
しょじしゃ

は１７％なので、手 帳
てちょう

所持 者
しょじしゃ

を義務化
ぎ む か

の対 象
たいしょう

とす

ると 狭
せま

くなる。 

 

○手 帳
てちょう

要 件
ようけん

はなくすべきで、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

などで 判 断
はんだん

してはどうか。 

 

○ 就 労
しゅうろう

支援
しえん

コーディネータ
こ ー で ぃ ね ー た

ー
ー
を置

お
く 等

とう
精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が 一 般
いっぱん

企 業
きぎょう

で 働
はたら

きやすい

環 境
かんきょう

づくりが 大 切
たいせつ

。 

 

○精 神
せいしん

障 害
しょうがい

であることを開示
かいじ

しないとアセスメント
あ せ す め ん と

も合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

もできない。 

 

○ 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

を開示
かいじ

しないのは 配 慮
はいりょ

を 求
もと

めないという 選 択
せんたく

だ。ただ 企 業
きぎょう

という

競 争 的
きょうそうてき

市 場
しじょう

では、開示
かいじ

することで採 用
さいよう

されなかったという 体 験
たいけん

があり、そのため

開示
かいじ

しないことが 多
おお

い。回 復
かいふく

して働
はたら

けるようになっても契 約
けいやく

等
とう

不安 定
ふあんてい

な 就 労
しゅうろう

が

増
ふ
えており、解雇

かいこ
されやすい 実 態

じったい
がある。 

 

○精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

も就 職
しゅうしょく

を望
のぞ

んでおり、 企 業
きぎょう

にも受
う
け入

い
れる気運

きうん
が広

ひろ
がっている。 

 

○ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

を義務化
ぎ む か

すると 企 業
きぎょう

は雇用
こよう

している人
ひと

の中
なか

で患 者
かんじゃ

探
さが

しを

始
はじ

め、新規
しんき

雇用
こよう

につながらない可能 性
かのうせい

がある。手 帳
てちょう

所持 者
しょじしゃ

が尐
すく

ないため、雇用 率
こようりつ

設 定
せってい

の基 準
きじゅん

を何
なに

にするか 要 検 討
ようけんとう

。 

 

○あらゆる障 害
しょうがい

を義務
ぎ む

の対 象
たいしょう

とすべきというのが多数
たすう

意見
いけん

だが、実 態
じったい

把握
はあく

が大
おお

きな

問 題
もんだい

だ。 手 帳
てちょう

所持 者
しょじしゃ

でなく 就 職
しゅうしょく

困 難
こんなん

な 人
ひと

を 対 象
たいしょう

にすべきだが、これを

客 観 的
きゃくかんてき

にどう決
き
めるかは 大

おお
きな課題

かだい
。 

 

○納付
のうふ

金
きん

の額
がく

の目 標
もくひょう

は 最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

で、段 階 的
だんかいてき

に引
ひ
き上

あ
げるのが 現 実 的

げんじつてき
だ。 
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○納付
のうふ

金 額
きんがく

を上
あ
げ負荷

ふ か
をかけるのでなく、企 業

きぎょう
が障 害 者

しょうがいしゃ
雇用
こよう

の社 会 的
しゃかいてき

意義
い ぎ

を考
かんが

えるような仕掛
し か

けを考
かんが

えるべき。雇
やと

い方
かた

を考
かんが

えずに、率
りつ

だけを 考
かんが

えると本 質
ほんしつ

が失
うしな

わ

れる。 社 会
しゃかい

参加
さんか

できない 人
ひと

がいるのにそれを 解 決
かいけつ

できないことが 問 題
もんだい

だ。 

 

○ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が 働
はたら

きやすい 環 境
かんきょう

づくりのためには、 現 行
げんこう

の 企 業
きぎょう

だけではなく

社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

などの 新
あたら

しい枠組
わくぐ

みが 必 要
ひつよう

だ。 

 

（４） 論 点
ろんてん

３（合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の確保
かくほ

について） 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

で、合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

がないと差別
さべつ

とされるが、これを 職 場
しょくば

に

ストレート
す と れ ー と

に 適 用
てきよう

すると 混 乱
こんらん

する。まず 企 業
きぎょう

に差別
さべつ

の事例
じれい

を 紹
しょう

介
かい

する、 次
つぎ

に

行 政
ぎょうせい

が指示
し じ

、最後
さいご

に第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

が指導
しどう

といった 丁 寧
ていねい

な対 応
たいおう

が必 要
ひつよう

。合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

については、就 職
しゅうしょく

した当事 者
とうじしゃ

の意見
いけん

を聞
き
くことも 重 要

じゅうよう
。また、社 会 的

しゃかいてき
雇用
こよう

は一 般
いっぱん

企 業
きぎょう

よりも合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の水 準
すいじゅん

が高
たか

いので、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に役立
やくだ

つものを

提示
ていじ

していく 必 要
ひつよう

がある。 

 

○合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

は一 般
いっぱん

企 業
きぎょう

にストレート
す と れ ー と

に当
あ
てはめないと 困

こま
る。 企 業

きぎょう
は合理 的

ごうりてき

配 慮
はいりょ

という言葉
ことば

は 使
つか

わないが、 配 慮
はいりょ

はしている。 職 場
しょくば

での雇用
こよう

の 安 定
あんてい

を 図
はか

る

イメージ
い め ー じ

を企 業
きぎょう

に持
も
ってもらえばよい。 

 

○ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

は 発 症
はっしょう

時期
じ き

によって支援
しえん

のあり 方
かた

が 異
こと

なる。 企 業
きぎょう

、 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

両 面
りょうめん

への支援
しえん

をしていくべき。若 年 発 症 者
じゃくねんはっしょうしゃ

は働
はたら

くイメージ
い め ー じ

がなく、合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

に至
いた

る 前
まえ

の支援
しえん

が 必 要
ひつよう

。 

 

○合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 案
ていあん

をしても受入
うけい

れられない場合
ばあい

もある。合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

をしないこ

とを差別
さべつ

という場合
ばあい

、どこが 判 断
はんだん

するのか。企 業
きぎょう

、就 労
しゅうろう

支援 者
しえんしゃ

に都合
つごう

よく合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を考
かんが

えてはいけない。 

○福祉
ふくし

施設
しせつ

には、苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

体 制
たいせい

の整備
せいび

の義務付
ぎ む づ

けがある。合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

は個別 的
こべつてき

であり、 導 入
どうにゅう

当 初
とうしょ

は事例
じれい

を示
しめ

すことが 大 切
たいせつ

であり、 企 業 内
きぎょうない

に 解 決
かいけつ

の仕組
し く

みを

設
もう

けることも 必 要
ひつよう

ではないか。 

 



7 

 

○職 場
しょくば

で何
なに

かしようとするとき、事 例 集
じれいしゅう

や法 律
ほうりつ

があると現場
げんば

が上 司
じょうし

に 説 明
せつめい

しや

すい。 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

が 上 司
じょうし

と 対 等
たいとう

に 話 合
はなしあ

える仕組
し く

みが 必 要
ひつよう

。 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

で

合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を書
か
くなど、 法 的

ほうてき
な 縛

しば
りができることで、 人

ひと
が意識

いしき
を変

か
えることが

大 切
たいせつ

だ。 

 

○合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

については、差別
さべつ

禁止
きんし

部会
ぶかい

で検 討 中
けんとうちゅう

であり、 労 政 審
ろうせいしん

でも 検 討
けんとう

す

ることとなっている。 要
よう

する費用
ひよう

負担
ふたん

はどのように 賄
まかな

うべきか。 

 

○合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の本 当
ほんとう

の 狙
ねら

いは 企 業
きぎょう

で障 害 者
しょうがいしゃ

が 能 力
のうりょく

を発揮
はっき

できるよう 全 員
ぜんいん

で目指
め ざ

すことだ。合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の具体 的
ぐたいてき

な取 組
とりくみ

方 法
ほうほう

を示
しめ

すことが 必 要
ひつよう

。財 源
ざいげん

に

は納付
のうふ

金
きん

を充
あ

てるが、それだけでは足
た
りない。雇用

こよう
が 進

すす
めば福祉

ふくし
の 需 要

じゅよう
が減

へ
り

納 税 者
のうぜいしゃ

が増
ふ
えるので、税

ぜい
での対 応

たいおう
もあり得

え
る。 

 

○事例
じれい

収 集
しゅうしゅう

の 際
さい

には、費用 面
ひようめん

からの類型 化
るいけいか

も必 要
ひつよう

。①費用
ひよう

が発 生
はっせい

しないもの、

②費用
ひよう

を通 常
つうじょう

の経 営
けいえい

活 動
かつどう

で賄
まかな

う場合
ばあい

、③納付
のうふ

金
きん

で賄
まかな

う場合
ばあい

、④納付
のうふ

金
きん

でも賄
まかな

えない場合
ばあい

の４ 種 類
しゅるい

。合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

は 生 産 性
せいさんせい

向 上
こうじょう

につながるので、助 成 金
じょせいきん

のみ

で措置
そ ち

すべきではないのではないか。 

 

○合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

のための費用
ひよう

は 生 産
せいさん

コスト
こ す と

に 反 映
はんえい

されるべき。 助 成 金
じょせいきん

は 政 策
せいさく

意図
い と

を持
も
って使

つか
うべき。現 状

げんじょう
のような決

き
められたメニュ

め に ゅ
ーだけでは、メニュ

め に ゅ
ーにないこと

は取組
とりく

まなくなる。 

 

○合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

に助 成 金
じょせいきん

を使
つか

えるよう、まずは仕組
し く

みを作
つく

るべき。 現 行
げんこう

のように

雇
やと

ったときにしか 使
つか

えないのでなく、 雇
やと

った後
あと

でも 使
つか

えるようにすればよい。 

 

（５）チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

骨子
こっし

案
あん

について 

（座 長
ざちょう

より） 

・骨子
こっし

案
あん

について。５ 月
がつ

３１ 日
にち

の次回
じかい

就 労
しゅうろう

チーム
ち ー む

で 最 終 版
さいしゅうばん

を議論
ぎろん

したい。
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報 告 書
ほうこくしょ

を６ 月
がつ

９日
か
までに 提

てい
出

しゅつ
しなければいけないので、５月

がつ
１０日

か
目途
め ど

で意見
いけん

をいただきたい。また、報 告 書
ほうこくしょ

はＡ４で１０枚
まい

以内
いない

と制 約
せいやく

がある。総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

とそれ以外
いがい

、特
とく

に障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

、そして 両 法
りょうほう

でカバ
か ば

ー
ー

できないもの、の３

つを整理
せいり

しなければならない。ところが、このチーム
ち ー む

では、必
かなら

ずしもコンセンサス
こ ん せ ん さ す

をとる

形
かたち

で議論
ぎろん

していない。しかし、多数 決
たすうけつ

で決
き
める問 題

もんだい
でもない。両 論

りょうろん
併記
へいき

という形
かたち

もあり得
え
るが、大

おお
まかな 方 向 性

ほうこうせい
を書

か
くことになる。例

たと
えば、就 労

しゅうろう
移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

やＡ 型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

、Ｂ型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

を 総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

に入
い
れるのかは大

おお
きな 問 題

もんだい
。ま

た、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

の課題
かだい

は労 政 審
ろうせいしん

での 検 討
けんとう

となるが、そちらで「これは

うちの 所 掌
しょしょう

ではない」となると宙
ちゅう

に浮
う
いてしまう。 

・優 先
ゆうせん

順 位
じゅんい

としては、実 現
じつげん

可能
かのう

で実施
じっし

するべきものから。今後
こんご

の課題
かだい

については 何
なん

らかのチーム
ち ー む

を作
つく

り、引
ひ
き続

つづ
き議論

ぎろん
するべきだ。その 際

さい
、雇用
こよう

の 問 題
もんだい

は労使
ろうし

が入
はい

ら

ない 限
かぎ

り正当 化
せいとうか

できないので、メンバ
め ん ば

ー
ー

が重 要
じゅうよう

になる。 労 働 法
ろうどうほう

や労 働
ろうどう

経 済
けいざい

の

学 者
がくしゃ

等
とう

も入
い
れたい。 

・報 告 書
ほうこくしょ

の 構 成
こうせい

は、①はじめに、② 結 論
けつろん

、③その理由
りゆう

、④終
お
わりに、である。 

・「多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば
の 創 出

そうしゅつ
および必 要

ひつよう
な仕事

しごと
の確保

かくほ
」は、社 会 的

しゃかいてき
企 業
きぎょう

等
とう

をど

の法 律
ほうりつ

に位置
い ち

づけるかが課題
かだい

。「企 業
きぎょう

等
とう

での障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する 通 勤
つうきん

支援
しえん

、身 体
しんたい

介 助
かいじょ

、職 場
しょくば

介 助
かいじょ

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、ジョブコーチ
じ ょ ぶ こ ー ち

等
とう

の福祉
ふくし

施策
しさく

と 労 働
ろうどう

施策
しさく

の分 担
ぶんたん

および 財 源
ざいげん

」については、福祉
ふくし

サイド
さ い ど

と雇用
こよう

サイド
さ い ど

でどう整理
せいり

するか。

相 談
そうだん

支援
しえん

については他
た
チーム
ち ー む

でも福祉
ふくし

サイド
さ い ど

のワンストップ
わ ん す と っ ぷ

の 話
はなし

が出
で
ており、これを

就 労
しゅうろう

まで 広
ひろ

げるのか整理
せいり

が必 要
ひつよう

だ。「障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

にかかる課題
かだい

」に

ついては、労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

など、雇用
こよう

の質
しつ

についてはモニタリング
も に た り ん ぐ

できるようにはなってい

ない。差別
さべつ

禁止
きんし

条 項
じょうこう

をどう位置
い ち

づけるかとも 関 係
かんけい

する。障 害
しょうがい

認 定
にんてい

については、第
だい

１次
じ
意見
いけん

では「 就 労
しゅうろう

の困 難
こんなん

さに視点
してん

をおく 社 会
しゃかい

モデル
も で る

の観 点
かんてん

に立
た
ち、その 認 定

にんてい

に係
かかわ

る制度
せいど

の仕組
し く

みを含
ふく

め見直
みなお

す方 向
ほうこう

で検 討
けんとう

」としている。これに 対
たい

し、事 業
じぎょう

主
ぬし

にとって分
わ
かりやすいものに、といった意見

いけん
があった。雇用 率

こようりつ
制度
せいど

の 対 象
たいしょう

や

雇用 率
こようりつ

の水 準
すいじゅん

、納付
のうふ

金
きん

の額
がく

等
とう

も論 点
ろんてん

の一
ひと

つ。助 成 金
じょせいきん

の対 象
たいしょう

や給 付
きゅうふ

期間
きかん

についても議論
ぎろん

の余地
よ ち

がある。「職 場
しょくば

における合理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

提 供
ていきょう

の確保
かくほ

」について

は、差別
さべつ

禁止
きんし

部会
ぶかい

や 労 政 審
ろうせいしん

でも今後
こんご

議論
ぎろん

されるが、チーム
ち ー む

としても 提 言
ていげん

したい。

救 済
きゅうさい

措置
そ ち

をどうするかも 重 要
じゅうよう

な論 点
ろんてん

。「労 働
ろうどう

年 齢
ねんれい

の障 害 者
しょうがいしゃ

の就 業
しゅうぎょう

実 態
じったい

を

踏
ふ
まえた、適 切

てきせつ
な障 害 者

しょうがいしゃ
雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

施策
しさく

をすすめるための試行
しこう

事 業
じぎょう

の実施
じっし

と
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（就 労
しゅうろう

・経 済
けいざい

状 況
じょうきょう

などを比較
ひかく

するための）国 民
こくみん

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

の整備
せいび

」については、

その 必 要 性
ひつようせい

を報 告 書
ほうこくしょ

の 中
なか

で提 案
ていあん

したい。「『 新
あたら

しい公 共
こうきょう

』と 社 会 的
しゃかいてき

企 業
きぎょう

などとの 関 連
かんれん

」について、 経 済
けいざい

産 業 省
さんぎょうしょう

でのコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

・ビジネス
び じ ね す

の議論
ぎろん

や、

内閣 府
ないかくふ

での「新
あたら

しい公 共
こうきょう

」の議論
ぎろん

との関 係
かんけい

をどう整理
せいり

するか。 


